
















体験プログラムと生物多様性 〜お米も生きものも育む田んぼづくり〜
　自然学校の田んぼはお米だけでなく、生きものも育む
田んぼを目指しています。
　無農薬はもちろんのこと、中干し(稲の成長のために
夏に田んぼの水を抜くこと)をオタマジャクシがカエル

になるまで待って
実施したり、田ん
ぼと田んぼをつな
ぐ魚道を作り、ド
ジョウや小魚が行
き来しやすくした
りと取り組みはさ
まざまです。

　週末には田んぼの生きものさがしや、田植え、稲刈り
などのプログラムを開催しています。子どもたちの歓声
が響く田んぼは「こ
ども」も育む田んぼ
です。

「人と自然、自然環境と地域社会の共存・共栄を自然から学ぶ」 を基本理念に、
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と東京都八王子市川町で自然学校 を運営しています。

　九重ふるさと自然学校は、2007年に開校し、ラムサール条約に登録さ
れた「くじゅう坊ガツル・タデ原湿原」をはじめとする草原環境の保全や
草原性チョウの保全活動、さらにお米も生きものも育む自然共生型の田
んぼづくりや地域に根付く伝統野菜の普及・啓発を通して、人と自然が
共生する里地里山の保護・保全活動に取り組んでいます。
「大分セブンの森」では、飯田高原一帯の環境を守ろう
と、2021年より草原および森林において活動を行って
います。2024年度は飯田高原で問題になっている特定
外来生物オオハンゴンソウの駆除、さらに草原維持のた
めの野焼きを安全に行うために欠かせない防火帯の整
備を延べ222名の方と共に行いました。

九
くじゅう

重ふるさと自然学校

体験プログラム
「田んぼの生きものさがし」

体験プログラム
「稲刈りと秋の生きものしらべ」

体験プログラム
「川のいきものしらべ」

大分セブンの森
「オオハンゴンソウ駆除活動」
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